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　The　gummi 　base　investigated　demonstrates　a　co 且or　change （browning）during　long　peric）ds　of 　storage ，　 which

is　cDnsidered 　to　be　caused 　by　the　Maillard　reaction 　between　sugars 　and 　gelatin，　This　change 　poses　a　prc，biem　in

guaranteeing　the　quality　of 　pharmaceutica且medicines 　in　hospitaL　Therefore，　the　s巳arch 　syrup 　and 　sugar ，　compo −

nen 巳s　 which 　 caused 　the 　browning　reaction 　in　the　gummi 　base，　were 　 replac ¢ d　by　hydrogenated　 maltose 　 sIarch

syrup 　which 　has　no 　aldehyde 　as　 a　functional　group　in　the 　structure ．　The 　new 　gummi 　base　using 　hydrogenaIed

multc ）se 　starch 　syrup 　displayed　fewer　color 　changes 　than　the　gummi 　base　so　far　at　35℃ for　 2　m ⊂）nths ．　These

results　suggest 　that　repkacing 　the　sugar 　in　the　gummi 　base　by　sugar 　a正cohol 　increases　thc　stabilizution 　in　the 　ap −

pearance　of ！he　gummi 　base　during　long　periods　of 　storage 　while 　still　maintaining 　suitable 　sweetness 　and 　tex−

ture．
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緒 言

　近 年，フ ァ
ー

マ シ ュ
ー

テ ィ カ ル ケア の 観点か ら，薬物

治療 にお け る ノ ン コ ン プ ラ イ ア ン ス の 原 因 は，患者側 だ

け で は な く医薬品製剤側 に も問題が ある と指摘される よ

うに な っ て きた．こ れ に伴い ，病院 薬剤師 を は じめ とす

る 多 くの 製剤研究者 に よ り，高齢者，成人 を対象と した

凵 腔 内 速 溶錠，口 腔内崩壊錠な どの 各種剤形 の 研究，開

発 が 行わ れ
1−11），すで に 市販され た製剤 もあり

IS・19）
，患者

の QOL の 向 ヒに 大 きく貢献 して い る．一
方，小児 に お

い て も例 外で は な く，医薬 品 製 剤 側 の 原 因 に よ る ノ ン コ

ン プ ラ イア ン ス は依然 と して 薬物治療上 の 問題 点 とな っ

て お り，現行の 小児向け剤形 に は まだ多くの 改善の 余地

が あ る と考えら れ る ．そ こ で 筆者 ら は，患者 に と っ て 有

益 な製 剤 学 的 付 加 価 値 を 盛 り込 み，服用上 の 患者，ある

い は 介護者の 負担を軽減 させ た 患 者指向型 の 院内製剤 の

研究 を行 っ て きた．その
一

環 と して ，水 を必 要 とせ ず 咀

嚼 して 服用 で き，甘味料だ けで は な くフ レーバ ー
に よ り

薬物由来の 苦味 を緩和 し爽快感を与え，小児 に受 け 入 れ

られ や す い 食感を有す る ア セ トア ミ ノ フ ェ ン含有グ ミ製

剤の 開発 を試 み た LO，21／，．

　 こ こ で グ ミ と は
， 水飴，白糖等 の 糖質を煮詰 め た シ

ロ ッ プ に，ゲ ル 化剤 と して ゼ ラ チ ン を加えた後，冷却固

化 して得 ら れ る ゲ ル 化 菓子の こ とで あ り，こ の グ ミに薬

物 を添加 しゲ ル 化 して調 製 した 製 剤 が グ ミ製剤 で ある ．

そ して ，こ れ ま で に グ ミ製剤 の 調 製
22．23 ）

，有効性
蜀

，安

定性
鋤

，な らび に 安全 性
26〕

に つ い て 検討，な ら び に報告

を行 っ て きたが ，こ の うち安定性 に お い て は ，含有成 分

で ある 白糖，水飴 と ゼ ラ チ ン と の メ イ ラ
ード反応

t’7−3°．
に

よ る と考えられ る 変色が 生 じ，院 内 製剤 と して 外観の 長

期 保存安定性 の 確保 に 問題があ っ た
2，V．

　そ こ で 本報で は，グ ミ製剤の 経時的 な変色を抑 制 し保

存安定性を向上 させ る 目的で ，グ ミ製剤 の 基剤 となる グ

ミベ ー
ス の 改良を行い ，グ ミベ ース 中の メ イ ラ

ード反応

に関与す る と思 わ れ る 成分を別 の 添加物 に 置換 した．そ

の 結 果，当該変色 反応 は 有意 に 抑制 され ，本変 色 反応 が

メ イ ラ
ー

ド反 応 に起 因する もの で あ る こ とを間接的に検

証で きた の で 報告する．

実 験 の 部

1， 試料 お よ び試薬

　ゼ ラ チ ン （S−1204，分 子 量 約 3 〜70万，平均分 子 量

約10万 ，（株〉ニ ッ ピゼ ラ チ ン （静 岡D，水飴 （ハ イ マ

ル ，参松工 業 （東京））， 白糖 （日局，日本甜菜製糖 凍

京）），還 元 麦 芽糖水飴 （ア マ ル テ ィ
ー，東和化成 工 業

（東京）），無水 ク エ ン 酸 （日局，高砂香料 （東京）） を用
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い た，また ，他の 試薬等は試薬特級品 を使用 した．

2， グミベ ー
ス の 調製

　水 飴 住 成 分 マ ル トース ），な らび に，白糖 （主 成分

シ ョ 糖）を配合 した従来処方の グ ミベ ー
ス （A ）と，さ ら

に，還元 麦芽糖水飴 （主成 分マ ル チ ト
ー

ル ） を配 合 した

新処方 の グ ミベ ース （B）と を調 製 し，経時的 な色調変化

に つ い て 比較観察 を行 っ た，なお，こ れ まで に 報告 した

グ ミ製剤 に は食感 の 向上 の 観点か ら，果汁，香料，な ら

び に，色素 を 配合 して きた が 21
，本 研 究 で は ，変 色 ，な

らび に，変色 の 抑制の 機構 を嘆 らか とす るた め に，こ れ

らの 成分無添加 の グ ミベ ース を用 い て 実験 を行 っ た，

　 1） グ ミベ ー
ス （A ）の 調製

　グ ミ ベ ー
ス （A）は ，Tab 且e　1−・a の 処方 に 従 い ，　 Fig．1

に示 し た前報 に 準拠 した 方法
12｝
に よ り調製 を 行 っ た．

ビー
カ ー  に ゼ ラ チ ン を 秤 量．し加水，膨 潤 さ せ た

後，60℃ で 溶 解 させ た．ビーカー一
  に 水飴 ， 白糖を秤 量

混和 し加水 し た 後，加熱 して白糖 を溶解 させ た．溶解後

も引 き続 き加熱す る こ とで水分 が 蒸発 し，沸点 上 昇 して

125℃ を示す まで 加熱 し た ．そ し て こ の 間 随 時 ，hF，折 計

（N
−3E ，ア タ ゴ 社 製 （東京）〉 を用い て プ リ ッ ク ス 値 を

測定 し， あ らか じめ 作成 した プ リ ッ クス 値 と含有水分量

との 相関曲線 か ら含有水分量を求め，含有水分量 が 16−

20％ と な る よ うに 糖質 シ ロ ッ プを 調 製 した，さ ら に，
ビーカ ー  に クエ ン 酸 を秤量加水 し60℃で 加温 溶解 させ

Tab皇e　1−a．　 Formuia　of　Gummi 　Base （A ）．

（］omponent Content（9）

GelatinSucroseStarch

　 syrup

Citric　acid

Water

7．040
．047

．00

．7q

・s・

Total 100．0

Beaker  

驪

職
dlsselving

　 at　60
°
C

Beaker　I2） Beaker  

　

mixing 　and 　heating　tO　　　　 dissolving

evaporate 　water 　at　125℃　　　　at　60
°
C

mixing 　and 　aglng 　Inplastic 　plate　at 　25°C

蠱
Fig．1．　 Preparation　MethQd　of 　Gummi 　Base （A）．
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た，そ して こ れ らゼ ラ チ ン 溶液，糖質シロ ッ プ，な ら び

に，クエ ン 酸溶液 を約50℃ で 混和 し，Table　l−a の 処方

に 従い 全量 調整を行い ，グ ミベ ー
ス 溶液を調 製 した．こ

の グ ミ ベ ー
ス 溶液をプラ ス チ ッ ク プ レ

ー
ト （塩化 ビニ ル

製 ， 厚 さ0．35mm ，くぼ み の 大 き さ20× 20 × 10mm ） に 定

量的 （1個 5g ） に 分注 し，ア ル ミ ピ ロ ー
で シ

ール し た

後 ス テ ン レス 板 に 水平 に乗せ 保冷庫 で25℃，24時間放置

して グ ミベ
ー

ス （A ）を 調 製 し た．

　2 ）グ ミベ ー
ス （B ）の 調 製

　グ ミ ベ ー
ス 〔B）は，Table　1−b の 処方 に 従 い ，　 Fig．2

に 示 し た 方法 に よ り調 製 を行 っ た．な お ，グ ミ ベ ー
ス

（B）に お け る 還 元 麦芽糖水飴 の 配 合 量 は，加熱 し水 分 を

蒸発 させ た後 に最終的に グ ミベ ース 中 に 残る 糖質の 固形

分 量が，従来処 方 の グ ミベ
ー

ス （A ）の 場合と同 じ比率 と

な る よ うに 設 定 し，同 程 度 の 甘 味 が 得 ら れ る よ う に し

た，ビー
カ
ー
  の ゼ ラ チ ン 溶液 ， ならび に ビー

カ
ー
  の

ク エ ン 酸溶液 は，Fig．1 と 同様 に 調製 した．ビーカー
 

に 還 元 麦 芽糖 水飴 を秤量 し，135℃ で 加 熱 し水 分 を蒸 発

させ 前 述 と 同様の 方法で 水分 量 の 調 節を行 い 糖質 シ ロ ッ

プを調製 した．そ の 後 は ，グ ミベ ー
ス （A）の 場合 と同様

の 方法で グ ミベ ー
ス （B ）を調 製 した．

3．　 色調変化の 観察

　グ ミベ ー
ス （A ），な ら びに （B）を水分透過性 の ない プ

ラ ス チ ッ ク プ レ
ー

ト に ア ル ミ ピ ロ
ー

で シ
ー

ル し た 状態

Table　1−b．　 Formula 　c〕f　Gummi 　Base （B ）．

Con〕ponent Content（9）

Gel飢 inHydrogenated

　maltose 　starch　syrup

Citric　acid
Water

　 7，0107

，0

　0，7

　 q・s・

Total 100．0

Beaker 

韆
麗

驥
灘

鎌

Beaker  

　 　 〈 −water

dlsselvi冖g　　　　　heating　to　evaperate

at　60°C　　　　　　 water 　at　135℃

Beake  

dissolvingat
　60℃

一
mixing 　and 　aging 　Ln　plastic　plate　a量25

°
C

寵
Fig．2．　 Preparation　Method 　of 　Gummi 　Base （B ）．
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Table　2．　 Comparison 　between　External　Appearance

　 　 　 　 and △E ．

Extemal　Appearance　　 △E （Nationa）Bureau　of　Standards）

traceslightnoticeable

appreciable

muchvery

　much

　 0− 0，50

．5・−1．51

．5− 3．03

．0− 6．0

6．0− 12．0

　 ＞ 12．0

で ，35℃ 下，2 カ 月間保存 し，色調変化 を肉眼で 経時的

に 観 察す る と と もに ，写真撮影 を行 っ た．ま た，色 差 計

（ND −1001DP，日本 電 色 工 業 製 （東京））を 用 い て Lab

表色系 に よ る 測定 を各 3 回行 い ，そ れ ぞ れ の 色差 （△E

値） の 平均値 を求 め ，変色の 度合い を比較検討 した ．こ

こ で ，Lab 表色系 とは，1931年 CIE （国際照明委貝会）

で 決定 され た よ り人 間の 感覚 に合致 した △ E 値 の 表現方

法 で あ る．す な わ ち，L （明 度指数，自
一

黒），　 a （ク ロ

マ テ ィ ク ネス 指数，赤
一

緑），b （ク ロ マ テ ィ ク ネス 指

数 ， 肯
一

黄）の 3 要素を総合 して △ B 値 を測定 ・算出す

る 方 法 で あ る．な お，当実験 で は △ E 値 を NBS 単位

（National　 Bureau　 of 　Standards） を用 い て 表 し，　 Table　2

に示 した △ E 値と感覚と の 関 係 の 概略
27

に よ り変色の 度

合 い を評価 した．

4． グ ミ製剤 の 硬 さを反 映 す る応 力 の 測 定 ， な らび に 官

能 試験

　グ ミ ベ
ー

ス （A ），な ら び に （B ）の 硬 さ を，硬 度測定器

（Texture 　Analyzer 　TA −XT 　2 ，Stable　Micro　Systcm社製

（イ ギ リ ス ））の プ ロ ーブ先端 が 針 入 時 に 受 け る 応力 に

よ っ て評価 し，経時的 な硬 さの 変化 を測 定 した．す なわ

ち，保存時 間 の 経過 に伴 い 応力が 大きくなる と グ ミベ
ー

ス の 硬 さ が 増す こ と を 意味す る ．測定温度 は 25℃，プ

ロ ーブ は 先端 の 形状 が6．25mm φ球形 の ス テ ン レ ス 製 を

使用 し，針 人 速度ユOmm 〆min ，針 入 度 4mm と し，針 人

時 の プ ロ
ー

ブ先 端 で の 応 力 を 3 回 測 定 レ ド均 値 を 求 め

た ．

　 また，ヒ記の 応力測定時 に 3 名の 健常人に よる 官能試

験 を行 い ，硬 さ，歯触 り，歯切 れ の 良 さ に つ い て ，　
・
定

時 間保 存 後 の グ ミベ ース と調 製 直 後 の グ ミベ ース と をそ

の つ ど比 較す る
一

対比 較法 （paired　comparisons ）を用 い

て ，評価尺度を設定し食感の 評flll薩 行 っ た．

結果お よび考察

1． グミベ ース （A）， ならび に （B）の 色調変化

　Fig．3 に，35℃ 下，1 カ 月，な らび に 2 カ 月間保存後

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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の グ ミベ ー
ス （A ），な らび に （B）の 経時的な色調変化を

写 真で 対 比 して 示 した，肉眼観察 で ，グ ミベ ー
ス （A ）で

は ， 1 カ 月 間保 存 で 明 らか な 黄色 を旱 し，経時的 に 色 調

が濃 くな り， 2 カ 月 後 に は褐色 へ と変 色 を 示 し た．一

方，グ ミベ ー
ス （B ）で は，2 カ 月間保存後 で もほ とん ど

変 色が 認 め られ なか っ た．

　Table 　3 に グ ミベ ース （A）な らび に （B ＞の △ E 値 の 経時

変化 を示 し た．変色 の度合 い は，こ の Table　3 と先 の

Table　2 （△ E 値 と感覚 との 関係 の 概略）と を 対比 して 評

価 した．グ ミベ ー
ス （A ＞で は ，ヒ述 の 肉眼的な 色 調変化

に呼応 す る よ うに 1 カ 月間保存で △ E 値 の 増大が 認 め ら

れ，1 カ 月保存で △E ＝5．8± 0．2と な り，2 カ 月後 で も

ほ ぼ 同 様 の 値 を示 した．こ の △ E 値 は，Table　2 の
“
ap −

preciable（め だ つ ほ どに ）
”

に相 当 し，肉眼的 な色調変化

に 呼応す る．

　
一

方，グ ミベ ース （B）で は，上 述 の 肉眼 的は 色調 変 化

とは 必 ず し も
一

致 しな い △E 値 の 増 大 が 認め られ
，

2 カ

月間保存後 で △E ＝2．9± 1．4を示 し た が，Table　2 の
‘’
nO −

ticeable（感知せ られ る ほ ど に ）
”

に 相当す る わずか な 変

化 と い え る．こ の よ うに グ ミ ベ ー
ス （B ）で ，わ ず か とい

えど も△ E 値の 増大が 認 め られ た原因 と して 以 ドの こ と

が 推察 され る．今 回 試験 に供 した グ ミベ ー
ス （B ）は，実

験室 に て 簡便 に 調製 したもの で ある．グ ミ ベ ース の 調製

過 程 に は粘稠 な糖質溶液 とゼ ラ チ ン 水溶液 と を混合す る

⊥ 程が あ り，その 際 に 混人 した気泡が グ ミ ベ ー
ス 中 に残

留 し た．こ れ ら の 気泡 は，長期保存試験期間中 に グ ミ

医療薬学 Vol．27，No ，5 （2001）

ベ
ー

ス 内 を移 動（浮 ヒ）お よ び一
部会合 した．こ れ ら の 変

化が 肉眼 的 な色 調 変 化 に 与 え る影響 は認 め られ なか っ た

が ，計測 に よ る △ E 値 に 与え る影響 と して は 軽微 で ない

と思わ れ，こ れが △E 値 の 増 加 につ なが っ た も の と考 え

られ る．ま た，Fig．3 に 示 した 」．う に，実 験 者 の 色 彩感

覚 と して ，測 定 に お け る 3 要素 ， す な わ ち，明 度（1ight−

ness ）・彩度（saturation ）
・
色相 （hue）の い ずれが変化 し

た の か，特定 は 困難 で あ る と考え られ る ．こ れ は ，前述

し た 調製 ヒの 間 題，す な わ ち，グ ミ ベ ース 中 に 混 入 した

気泡の 位置お よ び 大きさの 変化 に起 因 して い る と推察 さ

れ た．

　 こ の ように ，保存期間中 に お ける 肉眼 的 な色調 変 化 お

よ び計測 に よ る 色 差変化 の 度合い を グ ミベ ー
ス （A）お よ

び （B ）間で 比較す る と，グ ミベ ー一
ス （B ）に 関 して は い ず

Table　3，　 C 〔，mparison 　of 　Color　of　Gummi 　Base （A ）and

　　　 （B ）after　Storage　for 二 and 　2−Month 　at　35℃

　 　 　 by　Using　Colorimeter．

Time Initia呈　 1−Month 　 2−Montl

Gum 血 Basc （A ）

Color（△ E）：mean

　 　 　 　 　 SD （n
＝3 ）

Gummi 　Base（B）

CQIor（△E ）：meaul

　 　 　 　 　 SD （n・＝3 ）

GG

CC

5，80

，16

1．50

．48

5．70

．58

2．9L41

［壷鰍 蛾 三

い
拷内

匳亜瞳 釀

Initial 1−Month 2−Month

Fig．3．　 Comparison　 of 　Color 　of 　Gummi 　Base （A ）and

　　　 （B）after　Storage　for　 l　 and 　 2 −Month 　at　35℃．
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れ も変化が小 さい こ とが 認め られ た，以 ヒか ら，従来処

方 の グ ミ ベ ー
ス （A ）に お い て 認め ら れ る 経時的 な 変色

は ，新 処 方の グ ミベ ー
ス （B ）に よ り改 善 され た と考 え ら

れ た ，

2． グミベ ース （A ）の 変色の 原因，な ら び に グミベ ース

（B）の 変色抑制の 機構

　 グ ミベ ース （A ）に お け る 変色の 機構，な ら び に グ ミ

ベ ー
ス （B）に お け る 変色抑制 の 機構 に つ い て，そ れ ぞ れ

配 合 され て い る 水 飴 お よ び還元麦芽糖水飴 の 主成分 で あ

る マ ル ト
ー

ス お よ び マ ル チ トール を 例 と して Fig．4 に

小 した．マ ル ト
ー

ス 水溶液 巾 で は，還元末端 グ ル コ
ー

ス

残基 の 1一位 ア ル デ ヒ ド基 と 5一位 水 酸 基 問 で の 分子内ヘ

ミ ア セ タール 形 成 お よ び そ の 壊裂 は
．
iiJ
’
逆 反 応で あ る．し

たが っ て，ピ ラ ノー
ス 環状構造の 閉環体 （α

一
お よび i？一

ア ノ マ
ー

の 2種 類 ） と鎖状 構造の 開環体 とは 常 にあ る
．一．一

定 の 割合で 混 在 す る 化 学 平 衡 に あ る．

　 グ ミベ ース （A ）中に お い て もマ ル トース は 同様 の 化学
g
ド衡 にあ る もの と推定 され る ．一

方，タ ン パ ク質で あ る

ゼ ラ チ ン は構成 ア ミ ノ 酸 と し て の リ ジ ン 側 鎖 お よ び N

末端 に そ れ ぞ れ ア ミ ノ 基 を有 す る．グ ミベ ー
ス （A）に お

い て は，ア ミ ノ 基を有す る ゼ ラ チ ン とア ル デ ヒ ド基 を有

す る マ ル トース とが 共存 して い る．し た が っ て ，マ ル

ト
ー

ス 分 子 内 で ア ル デ ヒ ド某 と水酸基 が ヘ ミ ア セ タール

を形成する の と 同様 に，マ ル トース とゼ ラ チ ン との 分子

間で ア ル デ ヒ ド基 とア ミ ノ 基 が シ ッ フ 塩 基 を 形成 し得

る ．こ の シ ッ フ 塩基 は ，メ イ ラ
ー

ド反 応 に お ける 変色の

原 囚 色 素 で あ る メ ラ ノ イ ジ ン の 生 成 に関 与 して い る と報

告 され て い る
2H’1］．．

　
・
方，グ ミベ ー

ス （B）に は マ ル チ ト
ー

ル を主成分 とす

る糖 ア ル コ
ー

ル 混 合 物で あ る 還元麦芽糖水飴 が 配 合 され

て お り，ア ル デ ヒ ドや ケ トン を 有す る 成分 は 配合 され て

い な い ．すなわ ち，グ ミベ ース （A ）の よ うに ゼ ラ チ ン と

シ ッ フ塩 基 を形成する 成 分 が 配 合 され て い な い の で
，

グ

ミベ ース （B）で は メ イ ラ
ー

ド反 応 が 進 行 し な い と考 え ら

れ，結果 と して 経時的な変色が 抑制 され た もの と推定 さ

れ た，

3， グミベ ー
ス の 硬さ， 食感 の 経時変化

　Table　4 に ，グ ミ ベ ー
ス （A ），な ら び に，（B）の 保 存

に よ る硬 さの 変化 に つ い て 示 し た．グ ミベ ース （A ）は経

時的 に 応力の 減少が 認 め られ，保存時間の 経過 に伴 い ．柔

ら か くなる傾向が 認 め られ た．　
．
方，グ ミベ ー

ス 〔B ）で

は 2 カ 月保存で 僅 か な応力 の 増加が 認 め られ た が ほ ぼ
．一

定の 値 を示 した こ とか ら，硬 さ に ほ と ん ど変化は な い も

の と 考 え ら れ た．しか しなが ら
， 健常人に よる官能試験

Table　4．　 Comparison　of 　Hardness　of 　Gummi 　Base 〔A ）

　 　 　 　 and （B ）af【er　Slorage　for　l　 and 　2−Month　 at

　　　　35℃ by　Using　Texture　Analyzer．

Time Initiat　 1−Menth 　 2−Month

Gummi 　Base （A ｝

Hardness（9）：mean

　 　 　 　 　 SD （n
＝3 ）

Gummj 　Base （B）

Hardness （9｝： mean

　 　 　 　 　 SD （n
＝3 ）

144．2 　　114．l　　 lll．9

　4．78　　　 2．63　　　 6．29

149，0　　　140．6　　　170．2

　2．59　　　 3．58　　　33．72

Maltose ［Gummi 　Base（A）1

1！鯀 ．毎 ・

　　　　　il

：諏 矩蕊
　 　 　 OH 　　 　　　 　　 OH

　　　　　l・・

：画 ．聖諞
　 　 　 OH 　 　　 　　　 　 OH

Maltitol　［Gummi 　Base（B）】

＋ 　H2N
− R 　

畢 ≧

Gelatin

　 　 Melanoidine

　　　　1
：！翻 ．矩臨＿

　 　 OH 　　 　　　 　　 OH

　 　 　 Shiff　Base

＋ 　H2N
皿R　

胃自

　　No 　Reaction

Gelatin

Fig．4．　 Mechanism　of 　Change　in　Co 且or　of 　Gummi 　Base （A ）．
　　　 and 　No　Change　in　Color　ofGummi 　Base （B）．
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で は，グ ミベ ース （A ），お よ び

， （B ）の い ず れ も硬 さ，

歯触 り，歯切れの 良さ等 の ，食感 の 経時変化 は ほ とん ど

確認 で きなか っ た．

　以上か ら， 本 グ ミ ベ ース （B）を用 い る こ と に よ り．メ

イ ラ
ード反応 に よ る もの と考え られ る変 色 を抑制す る こ

とが で きた．また，処方内容 の 変更を施して も，グ ミ製

剤が もつ 本 来 の 硬 さ，歯触 り，歯切れ の 良 さ の 食感 を有

して い た こ とから ， 35℃，2 カ 月間の 苛酷 な保存 を経 て

も，基剤 自体 に よ る経時的な 変色や 食感の 変化を呈 す る

こ との な い グ ミベ ース の 調製 が 口∫能 と な っ た．そ して，

当該 グ ミベ ース を用 い る こ と に よ り，グ ミ製剤 を 臨床使

用 ロ∫能 な 院内製剤 として 供給す る た め の 端緒 を開 くこ と

が で きた ．
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